
研究紹介

ナフサ・原油混合時における

スラッジの生成試験結果について

1 ま え が き

排ガス中のNOx, S02等の低減対策の一つとし

てナフサ ・ 原油混合燃焼が行われている。 この場

合， ナフサと原油の混合割合や湿度等の条件によ

ってはスラッジが生成して， 燃料ボンプストレー

ナの目づまりなど燃料移送に支障をきたす恐れが

ある。 この問題については今までにも試験結果が

報告されているが， 今回， 最近のナフサ油種によ

るスラッジ生成について， 実験室テストを行なっ

たので， その結果を報告する。

2 試 験 方 法

ナフサとセリア原油のブレンド油を6種類つく

り， 常温あるいは加温して放置後のスラッジ生成

量をフィルク ー (8 µ)でろ過採取し， 重量法に

より経時的に調査した。

3 試 験 結 果

ナフサと原油を混合した時のスラッジ生成量の

試験結果は次のとおりであった。

(1) スラッジ生成量は， 第 1 図に示すように， ナ

フサのブレンド率を上げると減少した。 例えば，

ナフサのブレンド 率を50％から70％ にすると約

1/4 減少する。
(2) スラッジ生成量の経時変化は， 第2図に示す
ように， ブレンドしてから2カ月後には3倍程度
増加した。 なお， か く は ん(8HI日）によって
スラッジの増加は， 第3図に示すように， 抑制で
きる傾向にあった。
(3) 温度を上げれば， 第4図に示すように， スラ
ッジ生成量が減少する。

4 対 策

以上の結果から， スラッジ抑制対策として， ①
ミキサ ー によるかくはん ®ボトムヒータ ー によ

る加温 ⑧ブレンドしたものは早く消費する
等が効果的と考えられる。

5 考 察

スラッジの生成煩向は混合するナフサの性状に
よって， 次の 2 つの場合がある。 すなわち ①混
合することによりスラッジ成分が析出し， 増加す
る ®原油中のスラッジ成分が， ナフサによって

溶解して減少する。
一般にパラフィン系炭化水素(―-C-C-C-)

を多く含むナフサは①の傾向を， また芳香族炭化

名古屋火カセン タ ー

水素 co) を多く含むナフサは③の傾向を示すと

いわれている。

数年前に試験した結果では， ナフサのブレンド

率を70％とした時最もスラッジ生成量が多かった

が， 今回のテストではナフサの増加とともに減少

した。 これは最近のナフサが芳香族炭化水素を含

むクエート， オーマン等の中東原油系のものであ

るためと思われる。 ナフサブレンド油のスラッジ

対策にあたっては， まずナフサ油種を確認するこ

とが重要である。
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第 1図 プレンド比とスラッジ生成量の関係
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第 2図 スラッジ生成量の経時変化
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第 3 図 かくはんした場合のスラッジ生成量の経時変化
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第4 図 原油スラッジ生成量と温度の関係
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